
（参考様式１）

奥谷地区 元気な地域づくり計画

都道府県名 市町村名 地区名 計画期間 事業実施期間

島根県 邑南町 奥谷地区 Ｈ１７～Ｈ２１ Ｈ１７～Ｈ２１

（農業地域類型） （地域指定）

都市的地域 平地農業地域 中間農業地域 山間農業地域 特定 山村 過疎 半島 離島 沖縄 奄美 小笠原

○ ○ ○ ○

１．元気な地域づくりのテーマと目標

テーマ 夢響きあう元気の郷づくり

目標１：活力に満ちあふれる新しい農業づくり
目標２：住民交流による元気の郷づくり

２．テーマ及び目標設定の考え方

①地区の概要
本事業の計画されている布施地区は邑南町の北東に位置し、地区内を角谷川が西から東へ流れ、長源寺川が北から注ぎ周辺に２つの集落がある。四方を

標高５００～１，０００ｍ級の山地に囲まれ、中国山地の中では高原の盆地的地形を呈し、東側が美郷町に接している。
農業は水稲を中心に有機栽培による野菜や花卉栽培の複合経営を営み、活発に農作物の集出荷が行われ、農業経営の活性化を図っている。

②地域づくりの現状と課題及び今後の展開方向
布施地区の圃場整備事業は昭和６２年にすべて完了している。地区内の県道邑南飯南線から美郷町宮内地区へ通じるこの路線のうち、未整備は町境付近

のみである。この区間は、幅員３．５ｍと狭いうえ、急勾配で見通しが悪く、両地区民にとって交通の難所となっている。当地区の布施２集落は全ての水
田（１６．４ｈａ）と全ての農家（１８戸）が参加し、県・町の指導を得て集落営農法人「ファーム布施」を創設し、平成16年度より稼働する。

本事業の実施により地区内の基幹農道を整備し、低コスト高収入を図り経営基盤強化のうえ、更に農地の高度利用を目指す。

③別途作成されている計画・プラン等における位置づけ
平成１５年に策定した新町まちづくり計画では、“「和」のまちづくり”を基本理念に「地域資源を活かした元気な産業の町」「自然と共生の環境にやさ

しい町」「地域をつなぐ利便性の高い町」を将来像としており、環境保全型農業の推進など新しい時代に対応した農業の再構築、美しい自然と共生の元気
なまちづくり、誰もが利便性を実感できるまちづくりを推進するため「新しい農業の創造」「安全で美しい自然環境の保全」「地域内を結ぶ道路網の整備」
を主要施策として展開し、地域の活性化を図ることとしている。



３．目標を定量化する指標（数値目標）

指 標 単 位 定 義 指標設定の考え方（目標との関連性） 現在値 基準年度 目標値 目標年度

必須 農道整備により条件整備さ ｈａ 農道整備による営農条件が整備 農業用機械や資材・農産物の輸送車輌の大型 0 H16 9 H21
れた農地の増加面積 され、経営基盤の安定化が図ら 化を促進し、低コスト・高品質米の生産によ

れた農地の増加面積 り経営基盤の安定を図るために条件整備され
た農地面積の増加

選択 耕作放棄の防止 ％ 事業実施地区内における耕作放 事業実施により施設の機能を確保すること １００ H16 １００ H21
棄発生の防止率 で、営農継続が可能となり耕作放棄の発生を

防止する

４．元気な地域づくり計画の取組方針

取 組 方 針 主な対策

活力に満ちあふれる新しい農業づくり
・過疎化・高齢化で後継者不足が心配される中で、地域の若者を主体に設立された農業集落法人「ファー ・農地基盤整備対策

ム布施」に農地を集積し、集落内農地の利用保全を促進するため農道整備を実施する。

住民交流による元気の郷づくり
・布施地区と隣接した美郷町宮内地区は昭和の大合併前までは同一行政区であり、現在も社会的・経済的 ・農地基盤整備対策

交流が行われているだけに、両地区間での農作業受委託の活性化、住民交流活動の更なる活発化を推進
するため両地区間を結ぶ農道整備を実施する。

５．本計画の地域住民への周知方法

町の広報誌に掲載し、住民に周知を行うとともに、計画案に対する意見・要望等を募集し、修正計画を再度広報誌へ掲載する。

６．地域住民からの意見の配慮状況

住民から出された意見については、地元代表者と調整を図りながら計画に反映させる。



７．その他特記事項
なし

８．添付書類
① 計画位置図
② 計画イメージ図
③ 目標及び指標の設定根拠に関する資料
④ その他必要な資料


